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秋田県立比内支援学校 地域支援部

地域支援だより

Ｎｏ，４ 平成３０年８月２９日発行

７月３１日（火）、秋田職業能力開発短期大学校で、大館市教育委員会との共催による第１回及び第

２回スマイルサポートセミナーが開催され、多数御参加いただきました。様子を紹介します。

第２回スマイルサポートセミナー（前半）

「共生社会の充実と実現に向けて～アドバイザーの立場から特別支援教育を考える～」

本校 特別支援教育アドバイザー 石岡ひな子

本講座の前半は、就学期、小学校、中学校における教育支援について話しました。就学期は幼稚

園・保育園・こども園から小学校への確実な引き継ぎが大切であること、また、小学校では、「構

造化」「可視可」「規則性と柔軟性」「習慣化」を心掛けた支援を行ってほしいことを話しました。

中学校は障害の自己理解と自己受容、そして進路選択をする時期であり、支援で心掛けてほしいこ

ととして、「社会的自立に直結するソフトスキルの向上」や、自

分の適性を知り「将来の自分を描く」こと、また、親の理解度

や家庭事情に寄り添った支援をすることの３点を挙げ、具体例

を交えて話しました。

【アンケートから】～分かったこと・参考になったこと～

・各教育機関との連携が重要。

・幼児期から中学校まで、それぞれのステージで必要な支援が

違うことが分かった。

・共生社会の充実と実現に向けて家庭との協力が不可欠である。

第１回スマイルサポートセミナー

「ユニバーサルデザインの授業づくり～特別支援教育の視点を生かして～」

比内支援学校かづの校 副校長 加賀谷 勝

本講座では、大きく「特別支援教育の動向」、「つまずきの背景と支援」、「みんなが分かる・でき

る授業づくり」の３つに分けて講義しました。どんなことで子どもがつまずいているのかを演習を

通して体験し、読むこと、書くこと、聞くこと、不注意に対する個別の支援の具体例を紹介しまし

た。学習環境づくりでは、安心して学習できるように、聴覚・視覚的な刺激を減らし、整備するこ

とが大切であること、また、授業づくりでは、導入・展開・終末に分けてポイントを具体的に話し

ました。子どもを引きつける話し方や発問の仕方、プリント・テストづくりについても例を挙げて

紹介しました。参加者の方々からは、「子どもたちの困り感を体験できたのがよかった」「具体的な

例が豊富で分かりやすい 」「２学期からの実践に役立てたい」

などたくさんの感想をいただきました。

【アンケートから】～分かったこと・参考になったこと～

・環境・授業づくりのポイント。

・合理的配慮を考える時の一手間、子どものつまずきを分析す

る大切さ。

・普段授業していて感じていた「聞く力」の重要性を改めて認

識できた。

・スイッチ ON にする導入、能動的な学びのある展開、次時への意欲をもてる終末を意識したい。
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HINAI ｽﾏｲﾙｻﾎﾟｰﾄ相談会
特別な支援が必要なお子さんに関わっているみなさんを対象に、「HINAI スマイルサポート

相談会」を開催します。次回の開催は次のとおりです。お気軽に御参加ください。また、相談日

に都合が合わない場合は、訪問しての相談も受け付けています。

・場所：比内支援学校

・内容：障がい理解や対応の仕方、日々の授業づくり、

教材・教具、個別の指導計画の立て方

校内委員会のもち方、年間計画の作成等

＊保護者の相談にも応じています。

・申し込み：希望日の１週間前までです。下記に（担

当：加藤）御連絡をお願いします。

ぜひお誘い合わせの上、おいでください。

御来校をお待ちしております。

地域支援担当【問い合わせ先】 何でもお気軽に御相談ください。

比内支援学校 教諭（兼）教育専門監 畠山 佳子

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 加藤 弘子

TEL０１８６―５５―２１３１ FAX ０１８６―５５―２１３２

 

〈予定日〉

・９／１３（木）

・１２／６（木）

第２回スマイルサポートセミナー（後半）

「共生社会の充実と実現に向けて～発達障害の理解と対応～」

本校 校長 佐藤 正好

本講座の後半は、発達障害の子どもたちの「こだわり」や問題行動について話しました。「こだ

わり」のベースには不安があり、「こだわる」ことで「安定」していること、また、「不安」への対

応としては視覚情報を活用して見通しをもてるようにすることが有効であることを話しました。ま

た、問題行動について、原因を適切に把握することで対処の仕方が見つかることを事例を挙げて紹

介し、参加した方からは、「体験や実際の映像を踏まえていて分

かりやすかった」という感想を多数いただきました。

【アンケートから】～分かったこと・参考になったこと～

・実態把握の大切さ、重要さ。

・問題行動には必ず理由や原因があることを踏まえて対応して

いかなければならない。

・1番辛いのは子ども。

・パズルのようにピタッと合う支援を。

研修にいかがですか？
夏季休業中に本校の教育専門監畠山佳子を講師に「アンガ－マネジメントについて学び、指導・

支援に生かそう」と題して職員向けの学習会を実施しました。「アンガーマネジメント」とは、怒

りとうまくつき合うための心理トレーニングのことです。とっさの怒りを静める技術（対処方法）

や、怒りに流されない「体質改善」、怒りの効果的な表現方法な

どを分かりやすく演習を交えて行いました。子どもに対し、「叱

る」「怒る」は非常時のみで、通常時は「諭す」ことが原則です。

自分がどんなことに対して怒りを感じやすいかを知り、「叱る」

「怒る」が出そうになったときの対策を考えておくことが効果

的です。参加した職員からは「これからの生徒への対応に役立

てていきたい」「怒りとうまくつきあっていきたい」といった感

想が出ていました。学校・幼稚園・保育園・こども園に出向い

ての研修会に協力しています。ぜひ、ご活用ください。


